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７
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た

「
平
成
22
年
度
決
算
組
合
会
」

に
お
い
て
、
平
成
24
年
４
月
よ

り
保
険
料
率
及
び
健
保
事
業
の

一
部
改
定
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

健
保
組
合
は
こ
こ
数
年
、
収

支
決
算
で
大
幅
な
赤
字
を
計
上

平
成
22
年
４
月
に
設
立
。
検
討

委
員
会
は
、
別
表
の
改
定
案
を

組
合
会
に
答
申
し
、
全
員
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

保
険
料
率
と

按
分
に
つ
い
て

　

保
険
料
率
の
改
定
幅
（
＋
１

％
）
の
按
分
率
を
事
業
主
・
被

保
険
者
で
五
分
五
分
と
す
る
。

被
保
険
者
の
保
険
料
の
変
化
は

別
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
30

等
級
が
平
均
標
準
報
酬
月
額
で

す
。
標
準
報
酬
月
額
の
等
級
は

１
～
47
に
分
け
ら
れ
る
が
、
比

較
的
対
象
者
が
多
い
等
級
を
モ

デ
ル
と
し
て
挙
げ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
月
々
の
給
料
の
総
額

（
時
間
外
、
家
族
手
当
、
通
勤
手

当
を
含
む
）を
基
に
定
め
る「
標

準
報
酬
月
額
」に
保
険
料
率（
24

年
３
月
分
か
ら
は
３
％
）
を
か

け
た
金
額
で
、
賞
与
も
同
じ
料

率
を
か
け
た
額
で
す
。
ま
た
、

事
業
主
も
同
額
の
負
担
増
と
な

り
ま
す
。

「等級モデル別保険料月額対比」	 単位　円

標準報酬 被保険者の保険料月額対比

等級 月　額 77/1000 67/1000 差　額

13 160,000 4,800 4,000 800

18 220,000 6,600 5,500 1,100

22 300,000 9,000 7,500 1,500

25 360,000 10,800 9,000 1,800

28 440,000 13,200 11,000 2,200

30 500,000 15,000 12,500 2,500

32 560,000 16,800 14,000 2,800

項　　目 改定（平成24年４月度）より 改　定　前

保険料率
保険料の按分率

77/1000
事　業　主　47/1000
被保険者　30/1000

67/1000
事　業　主　42/1000
被保険者　25/1000

定期健康診断
事業主負担額

被保険者１人あたり　　 4,000円
被保険者以外１人あたり 6,000円

被保険者１人あたり　　 2,000円
被保険者以外１人あたり 4,000円

人間ドック検診
自己負担額

本　人　　　　　　5,000円
家　族　　　　　　6,000円

本　人　　　　　　2,000円
家　族　　　　　　3,000円

宿泊補助 廃　　止

社員、家族（被扶養者）とも１人
年間３泊（会計年度内）を限度に
１泊2,000円（一部3,000円）の補
助を行なう

体育奨励補助 廃　　止

契約施設の利用者に補助（実費半
額）を行なう。神戸地区以外（東
京対象）でグループでの健康増進
事業に１人につき1,000円の補助
を行なう

し
て
お
り
、
将
来
的
な
財
政
の

健
全
化
を
図
る
た
め
、
組
合
会

の
理
事
、
議
員
か
ら
な
る
「
保

険
料
率
改
定
検
討
委
員
会
」
を

保険料率77/1000に改定

平成24年4月（3月分）から
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健
保
事
業
の

見
直
し
に
つ
い
て

☆
定
期
健
康
診
断
（
春
・
秋
年

２
回
）
事
業
主
負
担

　

現
在
、
定
期
健
康
診
断
に
被

保
険
者
１
人
２
０
０
０
円
（
被

保
険
者
以
外
１
人
４
０
０
０
円
）

を
事
業
主
に
負
担
し
て
頂
い
て

い
ま
す
が
、
平
成
24
年
の
春
季

健
康
診
断
よ
り
、
被
保
険
者
１

人
４
０
０
０
円
、
被
保
険
者
以

外
は
１
人
６
０
０
０
円
の
事
業

主
負
担
と
な
り
ま
す
。

☆
人
間
ド
ッ
ク
検
診
自
己
負
担

増

　

ド
ッ
ク
検
診
の
負
担
増
に
つ

い
て
は
、
検
討
委
員
会
で
活
発

な
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

健
保
組
合
と
し
て
当
初
、
被

保
険
者
１
人
あ
た
り
８
０
０
０

円
の
自
己
負
担
額
を
提
案
し
ま

し
た
が
、
各
委
員
か
ら
反
対
意

見
が
続
出
。
疾
病
予
防
と
し
て

の
「
人
間
ド
ッ
ク
検
診
」
は
大

事
な
保
健
事
業
で
あ
り
、
大
幅

な
負
担
増
は
被
保
険
者
に
誤
っ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
受
診
抑
制
）

を
与
え
か
ね
な
い
、
急
激
な
負

担
増
は
避
け
る
べ
し
、
な
ど
の

意
見
を
受
け
こ
の
負
担
額
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　

ド
ッ
ク
検
診
で
注
意
し
て
ほ

し
い
の
は
、
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
に
検
診
さ
れ
た
場
合
は

現
在
の
負
担
額
で
す
が
、
平
成

24
年
４
月
１
日
以
降
の
検
診
は

改
定
額
と
な
り
ま
す
。

☆
宿
泊
補
助
・
体
育
奨
励
補
助

の
廃
止

　

両
補
助
に
つ
い
て
は
健
康
促

進
、
疾
病
予
防
の
観
点
か
ら
、

そ
の
効
果
は
薄
い
と
判
断
し
廃

止
と
決
ま
り
ま
し
た
。

　

宿
泊
補
助
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
３
月
31
日
の
宿
泊
ま
で

が
補
助
の
対
象
で
あ
り
、
24
年

４
月
１
日
以
降
の
宿
泊
は
対
象

外
と
な
り
ま
す
。
旅
行
が
平
成

24
年
３
月
31
日
～
平
成
24
年
４

月
２
日
の
場
合
は
31
日
の
み
が

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
計
処
理
上
、
宿
泊

補
助
の
支
払
い
は
４
月
30
日
を

も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
。
つ

き
ま
し
て
は
、
宿
泊
補
助
の
申

請
は
平
成
24
年
４
月
20
日
を
最

終
日
と
い
た
し
ま
す
。

☆
そ
の
他
経
費
削
減
に
つ
い
て

　

年
２
～
３
回
発
行
し
て
い
る

Ｐ
Ｒ
機
関
紙
「
す
こ
や
か
」
の

制
作
費
を
削
減（
頁
数
、カ
ラ
ー

面
縮
小
）。

　

ま
た
、
事
務
所
費
に
つ
い
て

も
、
旅
費
交
通
費
、
厚
生
費
、

人
件
費
を
見
直
し
経
費
の
抑
制

を
行
う
。

　

一
方
、
医
療
費
の
削
減
の
一

環
と
し
て
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク（
後

発
医
薬
品
）
の
使
用
促
進
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
新
し
い
健

康
促
進
事
業
（
活
動
）
に
つ
い

て
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

し
た
。

　

保
険
料
率
の
按
分
率

　

昨
年
５
月
に
近
畿
厚
生
局
の

監
査
が
入
り
ま
し
た
。
監
査
結

果
は
６
月
17
日
に
通
知
が
あ
り
、

保
険
料
負
担
割
合
に
つ
い
て
改

善
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

保
険
料
負
担
割
合
に
つ
い
て

「
被
保
険
者
の
保
険
料
負
担
割

合
が
低
い
こ
と
か
ら
、
適
正
な

負
担
割
合
と
す
る
よ
う
努
め
ら

れ
た
い
」
と
の
指
導
で
し
た
。

　

今
回
の
料
率
改
定
幅
の
按
分

率
を
五
分
五
分
と
し
た
の
は
、

以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

健
保
事
業
の
見
直
し

　

健
保
事
業
の
見
直
し
は
大
変

悩
ま
し
い
問
題
で
し
た
。
保
険

料
で
負
担
を
お
願
い
し
、
さ
ら

に
保
健
事
業
に
お
い
て
負
担
を

強
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
健
保
財
政
の
状
況
か

ら
現
行
の
事
業
を
続
け
る
こ
と

は
無
理
と
判
断
し
ま
し
た
。
被

保
険
者
、
事
業
主
に
多
く
の
負

担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

答
申
を
終
え
て
…

　

保
険
料
率
に
つ
い
て

　

健
保
組
合
は
当
初
、
保
険
料

率
を
０
・
５
％
ア
ッ
プ
で
乗
り

切
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
非
常
に
甘

い
認
識
で
し
た
。
保
険
料
収
入

を
試
算
す
る
場
合
、
基
礎
数
値

と
な
る
標
準
報
酬
月
額
と
被
保

険
者
数
の
減
少
幅
（
過
去
３
年

間
平
均
は
前
年
比
98
％
）
の
予

測
が
難
し
く
、
最
終
的
に
は
母

体
企
業
に
つ
い
て
は
、
中
長
期

計
画（
第
29
次
）に
よ
る
総
人
件

費
と
人
員
計
画
を
基
に
算
出
。

グ
ル
ー
プ
企
業
は
前
年
比
97
・

５
％
で
算
出
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
基
に
、
第
３
回
検
討
委
員
会

で
健
保
組
合
と
し
て
保
険
料
率

の
１
％
ア
ッ
プ
を
要
望
し
ま
し

た
。
第
３
、
４
回
の
検
討
委
員

会
で
こ
の
ア
ッ
プ
幅
で
議
論
す

る
も
糸
口
が
ほ
ぐ
れ
ず
、
健
保

組
合
と
し
て
、
母
体
企
業
に
判

断
を
委
ね
る
旨
を
委
員
長
（
朝

日
常
務
理
事
）
に
要
請
し
ま
し

た
。
第
５
回
検
討
委
員
会
で
朝

日
常
務
理
事
は「
母
体
と
し
て
、

ま
だ
正
式
に
役
員
会
で
承
認
さ

れ
て
い
な
い
が
、
１
％
引
き
上

げ
る
方
向
で
考
え
ざ
る
を
得
な

い
。
平
成
24
年
に
引
き
上
げ
て

も
平
成
26
年
度
以
降
を
ど
う
す

る
か
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。
健
保
と
し
て
経
費
削
減

対
策
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
」

と
報
告
が
あ
り
、
保
険
料
率
を

77
／
１
０
０
０（
１
％
ア
ッ
プ
）

に
改
定
す
る
方
向
性
を
示
し
ま
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平
成
22
年
度
決
算
案
を
審
議

す
る
理
事
会
、
組
合
会
が
７
月

14
日
開
催
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
収
支
内
容

は
別
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

決
算
の
概
要

　

22
年
度
の
経
常
収
入
は
８
億

１
０
１
４
６
千
円
、
経
常
支
出

は
９
億
６
７
１
６
３
千
円
と
な

り
、
経
常
収
支
で
１
億
５
７
０

１
７
千
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
財
政
調
整
金
（
高

額
医
療
交
付
金
な
ど
）
を
加
え

た
収
支
決
算
は
１
億
３
５
０
９

１
千
円
と
近
年
に
な
い
大
幅
な

赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

収　
　

入

　

保
険
料
収
入
は
前
期
比
で
３

５
６
１
８
千
円
の
減
収
。
そ
の

他
収
入
と
合
わ
せ
、
経
常
収
入

は
前
期
比
４
８
３
８
３
千
円
の

減
収
で
す
。
被
保
険
者
数
と
平

均
報
酬
月
額
の
減
少
が
主
因
で

す
が
、
平
成
23
年
度
も
こ
の
傾

向
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

支　
　

出

　

◇
保
険
給
付
費
は
前
期
比
で

３
９
２
０
千
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
別
表
の
よ
う
に
こ
こ

数
年
連
続
で
急
増
し
て
い
ま
し

た
。
平
成
20
年
３
月
末
で
診
療

所
を
閉
鎖
し
た
こ
と
が
主
因
で

し
た
が
、
４
年
振
り
に
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

◇
納
付
金
は
前
期
比
で
１
４

８
６
４
千
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
納
付
金
は
①
前
期
高
齢

者
納
付
金
②
後
期
高
齢
者
支
援

金
③
退
職
者
給
付
拠
出
金
か
ら

な
り
、
今
期
納
付
金
が
増
額
に

な
っ
た
の
は
、
平
成
22
年
７
月

度
よ
り
後
期
高
齢
者
支
援
金
の

分
担
方
式
が
変
わ
っ
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）

の
医
療
費
は
50
％
を
公
費
、
10

％
を
被
保
険
者
、
40
％
を
被
用

者
保
険
が
負
担
。
被
用
者
保
険

間
（
協
会
け
ん
ぽ
・
健
保
組
合
・

共
済
組
合
）
の
負
担
方
法
は
、

被
保
険
者
の
加
入
者
割
で
算
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22

年
7
月
度
よ
り
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
の
１
／
３
に
総
報
酬
割

（
２
／
３
は
加
入
者
割
）が
導
入

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
分
担
金
が

増
え
て
い
ま
す
。

平成22年度収支決算	 単位　千円

項　　　目 平成22年 前年度比 %

被保険者数 1,921人 －34人 98.3

平均標準報酬月額 495,196 －8,510 91.2

（収入）

保険料収入 792,196 －35,618 95.7

その他収入 17,950 －12,765 58.4

経常収入 810,146 －48,383 94.3

（支出）

保険給付費 485,700 －3,920 99.2

納付金 372,724 14,864 104.2

事務費 52,543 2,331 104.4

保健事業費 50,396 －2,019 96.1

その他支出 5,800 291 105.3

経常支出 967,163 11,547 101.2

経常収支 －157,017 59,930 161.7

財政調整交付金 21,926 －8,569 71.9

収支決算 －135,091 68,499 202.7

保険給付費の推移	 単位　千円

対象者 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度

給付費 405,212 474,448 489,620 485,700

前年比 45,520 69,236 15,172 −3,920

率 112.7％ 117.1％ 103.2％ 99.2％

平
成
22
年
度
決
算

赤
字
額
増
大
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◇
保
険
料
収
入
と
義
務
的
経
費

の
推
移

　

平
成
19
年
度
の
収
支
決
算
で

８
年
ぶ
り
に
赤
字
（
１
０
０
０

０
千
円
の
赤
字
）
に
転
落
、
そ

れ
以
降
３
期
連
続
の
赤
字
を
計

上
し
、
年
ご
と
に
赤
字
額
は
増

大
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
収
入

と
義
務
的
経
費
（
保
険
給
付
費

＋
納
付
金
）
は
別
表
の
よ
う
に

推
移
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
保
険
料
収

入
で
義
務
的
経
費
を
賄
い
き
れ

ず
、
年
を
経
る
ご
と
に
悪
化
し

て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
の
保

険
料
収
入
は
19
年
度
と
比
較
す

る
と
９
１
４
３
６
千
円
（
89
・

７
％
）
減
額
と
な
り
、
義
務
的

経
費
は
同
年
比
で
８
７
３
０
７

千
円
（
１
１
１
・
３
％
）
の
増

額
、
３
年
前
と
比
べ
収
支
で
１

億
７
８
７
４
３
千
円
悪
化
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

冒
頭
報
告
し
ま
し
た
よ
う
に
、

平
成
24
年
４
月
度
か
ら
保
険
料

率
改
定
（
１
％
ア
ッ
プ
）
と
保

健
事
業
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
の

経
常
収
支
に
比
べ
８
７
０
０
０

千
円
が
改
善
さ
れ
る
と
推
定
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
24
年
度

の
単
年
度
収
支
決
算
で
は
、
９

０
０
０
０
千
円
前
後
の
赤
字
に

な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
収
支
予
算
書

で
は
、
当
健
保
組
合
の
実
質
保

険
料
率
は
84
・
31
／
１
０
０
０

と
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
24
年

度
に
保
険
料
率
が
77
／
１
０
０

０
に
改
定
さ
れ
て
も
、依
然
０
・

７
％
強
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
残
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
率
改

定
検
討
委
員
会
が
「
平
成
26
年

度
に
も
再
度
保
険
料
率
の
改
定

が
必
要
」
と
の
認
識
を
し
た
の

は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
判

断
し
て
の
も
の
で
す
。
健
保
組

合
と
し
て
、
そ
こ
に
向
か
う
ま

で
の
間
、
経
費
抑
制
に
よ
り
努

め
て
い
き
ま
す
。

◇
介
護
保
険

　

介
護
保
険
の
収
入
支
出
決
算

は
、
収
入
は
７
６
９
５
１
千
円

に
対
し
、
支
出
は
７
４
５
５
１

千
円
で
、
収
支
差
引
額
２
４
０

０
千
円
は
全
額
繰
り
越
す
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
健
保
の
22
年
度
の
介
護
保

険
第
２
号
被
保
険
者
本
人
（
40

歳
以
上
65
歳
未
満
）
の
年
間
平

均
人
数
は
９
６
５
人
で
し
た
。

保険料収入と義務的経費の推移	 単位　千円

項　　目 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度

保険料収入 883,632 862,627 827,814 792,196

保険給付費・納付金 771,117 865,760 847,480 858,424

保険料に占める％ 87.3％ 100.3％ 102.4％ 108.4％

診
断
の
有
所
見
者
に
つ
い
て
、

平
成
11
年
の
43
％
か
ら
年
々
増

加
し
、
平
成
20
年
に
は
51
％
と

初
め
て
５
割
を
超
え
た
と
報
告

し
て
い
ま
す
。

　

当
健
保
の
有
所
見
者
率
も
ほ

ぼ
似
た
よ
う
な
数
値
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

因
み
に
、
事
業
所
22
社
で
有

所
見
率
30
％
台
は
、
エ
ル
マ
ガ

ジ
ン
社
・
出
版
セ
ン
タ
ー
・
文

化
財
団
の
３
社
。
40
％
台
は
総

合
印
刷
、文
化
セ
ン
タ
ー
、サ
ン

神
戸
映
画
社
の
３
社
で
し
た
。

　

秋
の
健
康
診
断
で
は
受
診
率

を
ア
ッ
プ
、
有
所
見
率
は
ダ
ウ

ン
さ
せ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
下

さ
い
。

と
は
要
注
意
・
要
治
療
・
再
検

ま
た
は
精
検
の
所
見
が
あ
っ
た

方
で
す
。

　

平
成
22
年
３
月
に
厚
労
省

（
労
働
基
準
局
）
は
、
定
期
健
康

　

春
の
健
康
診
断
の
結
果
は
別

表
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
各

事
業
所
別
に
結
果
は
通
知
し

て
い
ま
す
が
、
全
体
の
報
告

は
久
方
ぶ
り
で
す
。
対
象
者

k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k
k

❖
春
の
健
康
診
断
の
結
果
❖

数
は
健
保
未

加
入
者
を
含

み
１
９
９
９

名
に
対
し
、

受
診
者
は
１

７
６
８
名
、

有
所
見
率
は

52
・
４
％
で

し
た
。

　

有
所
見
者

「23年春・事業所別」健診結果報告
事業所別 受診者数 受診率 有所見率
神戸新聞社 909 88.5 52.2
輸送センター 73 97.3 74
神戸新聞事業社 85 100 54.1
文化センター 36 94.7 41.7
出版センター 19 100 31.6
健保組合 4 100 75
ラジオ関西 52 98.1 50
サンテレビ 140 77.8 56.4
中四国ＤＳ 13 100 69.2

販売開発センター 0 0 0
サン神戸映画社 14 87.5 42.9
総合印刷 135 90 40

神戸新聞アド 18 100 66.7
神戸新聞興産 23 100 56.5
総合折込 38 100 60.5
文化財団 6 100 33.3
厚生事業団 2 40 100
エルマガジン社 80 95.2 31.3
プレスセンター 16 94.1 62.5
地域創造 22 95.7 54.5

神戸新聞会館 5 83.3 60
ＤＳクオリティ 50 86.2 64
任意継続 28 46.7 71.4
合　　　計 1,768 88.4 52.4
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健
保
組
合
の
財
政
を
圧
迫
し

て
い
る
要
因
の
一
つ
に
、
保
険

給
付
費
の
急
増
が
あ
り
ま
す
。

治
療
費
を
抑
制
す
る
手
段
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
調
剤
費
に
つ
い

て
は
、
そ
の
余
地
は
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

つ
ま
り
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
」を
選
択
す
る
こ
と
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

20
～
25
年
と
さ
れ
る
新
薬
（
先

発
医
薬
品
）
の
特
許
期
間
が
過

ぎ
た
あ
と
で
、
新
薬
と
同
じ
有

効
成
分
を
も
つ
薬
と
し
て
製
造

販
売
さ
れ
た
「
後
発
医
薬
品
」

の
こ
と
で
す
。
新
薬
と
同
様
に

医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
薬
で
、

薬
局
の
店
頭
で
販
売
さ
れ
て
い

る
市
販
薬
と
は
区
別
さ
れ
ま
す
。

　

当
健
保
の
調
剤
費
の
推
移
を

表
し
た
の
が
別
表
で
す
。

◇　
　
　

◇

　

被
保
険
者
の
調
剤
費
が
平
成

20
年
度
に
大
幅
に
増
え
た
の
は
、

診
療
所
の
閉
鎖
（
平
成
20
年
３

月
末
）
に
よ
る
影
響
で
あ
り
理

解
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
被
扶

養
者
の
そ
れ
は
診
療
所
と
は
無

関
係
で
あ
り
な
が
ら
、
調
剤
費

は
ジ
ワ
ジ
ワ
増
え
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
被
扶
養
者
数
は

２
１
１
７
人
、
22
年
度
は
１
９

６
８
人
で
１
４
９
人
（
−
７
・

０
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
調
剤
費
は
増
加
（
＋
33
・

９
％
）
し
て
い
ま
す
。

　

法
定
給
付
費
に
占
め
る
調
剤

費
の
割
合
は
19
年
の
14
・
１
％

か
ら
22
年
に
は
15
・
７
％
（
＋

１
・
６
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

因
み
に
調
剤
費
の
動
向
を
「
社

会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
」

の
デ
ー
タ
ー
で
見
る
と
別
表
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇　
　
　

◇

　

被
用
者
保
険
全
体
の
調
剤
費

は
、
総
診
療
費
に
対
し
18
・
８

％
と
、
当
健
保
よ
り
高
い
数
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
表
か

ら
調
剤
費
が
激
増
し
て
い
る
の

が
分
か
り
ま
す
。
被
用
者
保
険

全
て
で
、
調
剤
費
の
伸
び
は
診

療
費
を
上
回
り
、
船
員
保
険
で

は
診
療
費
が
前
年
比
で
減
額
と

な
り
な
が
ら
、
調
剤
費
が
増
え

る
特
殊
な
傾
向
を
示
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
か
ら
、
調
剤
費
は

今
後
と
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
薬

価
は
新
薬
の
2
～
7
割
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
薬
価
が
低
け

れ
ば
、
被
保
険
者
に
と
り
、
ま

た
健
保
組
合
に
と
っ
て
も
負
担

は
軽
く
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
な
薬
が
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
向

い
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
脂
質

異
常
症
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病

と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
や
慢
性

疾
患
の
治
療
薬
は
、
継
続
的
な

薬
の
服
用
が
必
要
と
な
る
場
合

が
多
く
、
一
回
分
の
価
格
差
が

わ
ず
か
で
も
、
累
積
す
れ
ば
薬

代
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
病
状
に
は
す

で
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
が
使
用
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。処
方
箋
に
あ
る「
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
変
更

不
可
」
の
欄
に
医
師
が
署
名
し

て
い
れ
ば
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
健

保
組
合
の
財
政
状
況
を
考
え
れ

ば
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

促
進
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊調剤費の推移	 単位　千円

項　　目 対　象　者 Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度

調　剤　費 被保険者 25,904 31,928 36,419 35,491

〃 被扶養者 29,979 36,045 38,040 39,331

合　　計 55,883 67,973 74,459 74,822

調剤／法定給付費 14.1% 14.7% 15.6% 15.7%

平成23年４月度「被用者保険調剤費・診療費」支払基金兵庫支部　単位　千円

被用者保険別 ４月調剤費 前年比 ４月総診療費 前年比 調剤／診療

健保組合 2,157,940 111.6% 11,290,148 104.1% 19.1%

協会けんぽ 2,676,803 107.9% 14,662,780 103.3% 18.3%

船員保険 9,554 108.5% 58,886 81.5% 16.2%

共済組合 637,292 112.2% 3,174,463 106.0% 20.1%

医療保険計 5,481,589 109.8% 29,217,578 103.9% 18.8%

［
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
］
利
用
促
進
へ
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第
三
者
行
為
　
　

　
　
　
に
つ
い
て

　

交
通
事
故
等
の
第
三
者
行
為

に
よ
り
ケ
ガ
を
し
た
時
の
治
療

費
は
、
本
来
加
害
者
が
負
担
す

る
の
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、

業
務
上
や
通
勤
途
上
災
害
（
労

災
保
険
）
に
よ
る
も
の
で
な
け

れ
ば
、
健
康
保
険
を
使
い
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

健
康
保
険
組
合
に
「
第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
す
み
や

か
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
健
保
組
合
は
「
第
三
者
行

為
に
よ
る
傷
病
届
」
を
受
理
す

る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
機
関
で

の
治
療
費
等
を
一
時
的
に
立
て

替
え
、
後
日
、
加
害
者
に
対
し

治
療
に
要
し
た
費
用
を
請
求
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場

合
、
健
保
組
合
に
提
出
す
る
必

要
資
料
は

　

◇
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病

届

　

◇
負
傷
原
因
報
告
書

　

◇
事
故
発
生
状
況
報
告
書

　

◇
念
書
・
誓
約
書
（
加
害
者
）

　

◇
加
害
自
動
車
保
険
加
入
状

況
届

　

◇
自
動
車
事
故
証
明
書
（
原

本
）

　

第
三
者
行
為
の
具
体
例
と
は

　

◇
第
三
者
（
加
害
者
）
と
接

触
や
衝
突
な
ど
の
交
通
事

故
で
受
け
た
ケ
ガ

　

◇
同
乗
し
て
い
た
車
の
事
故

に
よ
る
ケ
ガ
（
運
転
者
が

家
族
で
も
例
外
は
あ
り
ま

せ
ん
）

　

◇
第
三
者
の
暴
力
行
為
に
よ

る
ケ
ガ

　

◇
第
三
者
の
ペ
ッ
ト
等
に
噛

ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
ケ
ガ

　

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
第
三
者

行
為
に
よ
る
ケ
ガ
か
ど
う
か
判

断
が
難
し
い
場
合
、
健
保
組
合

に
相
談
下
さ
い
。

　

な
お
、
示
談
に
は
十
分
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。
示
談
を
し

て
し
ま
う
と
、
そ
の
内
容
に
よ

っ
て
は
第
三
者
行
為
に
よ
る
病

気
や
ケ
ガ
に
つ
い
て
健
康
保
険

の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
健

保
組
合
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健
保
組
合
に
届
け
出
な
く
示
談

さ
れ
た
場
合
、
内
容
に
よ
っ
て

は
、
示
談
後
の
治
療
費
は
全
額

被
害
者
自
身
の
負
担
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

健
康
フ
ェ
ア
の
　

　
　
　
お
知
ら
せ

　

9
月
28
日
（
水
）
に
本
社
会

議
室
で
健
康
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。
新
し
く
「
身
体
の
ゆ
が

み
チ
ェ
ッ
ク
」
測
定
を
実
施
。

こ
の
測
定
で
筋
肉
が
硬
く
な
り

や
す
い
個
所
や
、
脂
肪
の
つ
き

や
す
い
個
所
が
分
か
り
ま
す
。

基
礎
代
謝
ア
ッ
プ
の
参
考
に
、

ぜ
ひ
フ
ェ
ア
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

秋
の
定
期
健
診
　

　
日
程
お
知
ら
せ

◇
西
神
製
作
セ
ン
タ
ー　

10
月

11
日（
火
）～
14
日（
金
）（
西

神
製
作
セ
ン
タ
ー
）

◇
サ
ン
テ
レ
ビ
社　

10
月
20
日

（
木
）
～
21
日
（
金
）（
サ
ン

テ
レ
ビ
本
社
）

◇
神
戸
ハ
ー
バ
ー
本
社　

10
月

24
日（
月
）～
28
日（
金
）（
本

社
17
階
）

◇
上
記
以
外
の
地
方
、
支
社
、

総
局

　
　

10
月
中
の
健
診
で
日
程
調

整
を
お
願
い
し
ま
す
。

健
保
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

あ
っ
と
い
う
間
の
10
年
で
し

た
。
宿
泊
補
助
・
ス
ポ
ー
ツ
利

用
券
・
医
療
費
通
知
等
々
で
沢

山
の
人
達
と
出
会
い
ま
し
た
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
と
温
か

い
職
場
の
皆
様
と
働
け
た
こ
と

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

編
集
局
か
ら
異
動
に
な
り
約

２
カ
月
。
こ
れ
ま
で
と
は
正
反

対
の
時
間
厳
守
で
繊
細
な
デ
ス

ク
業
務
に
慣
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

レ
セ
プ
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
や
皆
さ

ん
に
も
身
近
な
医
療
費
通
知
の

作
成
を
担
当
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

職
員
が
変
わ
り
ま
し
た貝原　加奈 松田　まさ子
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私
と
健
康

㈱
京
阪
神
エ
ル
マ
ガ
ジ
ン
社

廣
實　
留
理
社
長

『
人
に
は
人
の
健
康
法
』

　

こ
れ
ま
で
病
院
、薬
い
ら
ず
、

健
康
や
体
力
に
は
自
信
を
持
っ

て
い
た
の
に
３
、
４
年
前
の
健

康
診
断
で
中
性
脂
肪
や
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
に
黄
色
信
号
が
点

り
「
な
に
か
し
な
く
ち
ゃ
」
と

あ
せ
り
ま
し
た
。
書
店
に
行
け

ば
健
康
法
に
つ
い
て
の
書
籍
は

何
十
冊
と
並
ん
で
は
い
ま
す
が
、

自
分
に
合
っ
た
方
法
で
な
い
と

長
続
き
し
な
い
の
は
過
去
の
数	

々
の
挫
折
か
ら
悟
っ
て
い
ま
す
。

私
の
場
合
、
あ
ま
り
ハ
ー
ド
な

も
の
は
い
や
、
意
志
が
弱
い
か

ら
同
行
者
が
い
る
と
い
い
、
で

き
れ
ば
副
産
物
（
？
）
も
ほ
し

い
。
で
、
始
め
た
の
が
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
で
し
た
。

　

普
段
よ
り
朝
早
く
起
き
、
海

沿
い
の
公
園
ま
で
遊
歩
道
を

２
・
６
㎞
～
３
㎞
、前
後
の
ス

ト
レ
ッ
チ
も
入
れ
て
約
１
時

間
汗
を
流
し
て
帰
っ
て
来
ま

す
。
始
め
た
の
が
12
月
だ
っ

た
の
で
、
歩
き
出
す
６
時
半

頃
は
ま
だ
外
は
薄
暗
く
、
風

も
冷
た
く
て
何
度
も
く
じ
け

そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
同
行

者
が
い
た
お
か
げ
で
牽
制
し

合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
や
っ

と
３
年
弱
、
真
冬
の
寒
さ
も

真
夏
の
暑
さ
も
乗
り
越
え
、

だ
い
た
い
週
３
日
の
ペ
ー
ス

で
続
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
社
が
肥
後
橋
に
移
っ
て

き
て
か
ら
近
く
の
靫
公
園
で
会

社
の
仲
間
と
テ
ニ
ス
を
始
め
ま

し
た
。
最
初
は
次
の
１
週
間
歩

く
の
も
や
っ
と
の
筋
肉
痛
で
し

た
が
今
で
は
そ
れ
に
も
慣
れ
、

仕
事
あ
と
の
ナ
イ
タ
ー
や
休
日

に
練
習
＆
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

健
康
の
た
め
と
わ
か
っ
て
は

い
て
も
食
事
や
お
酒
の
節
制
は

な
か
な
か
で
き
な
い
し
、
ジ
ム

や
プ
ー
ル
で
黙
々
と
や
る
の
も

続
き
そ
う

も
な
く
、

こ
う
し
て

自
然
の
中

で
動
き
回

る
の
が
私

に
は
合
っ

て
い
た
よ

う
で
、
お

か
げ
で
長

続
き
し
て

い
ま
す
。

　

も
と
も

と
は
健
康

の
た
め
に

始
め
た
ウ

オ
ー
キ
ン

グ
で
し
た

が
、
水
平

頭の中はスタバのラテ＆ドーナツ

この１時間後には決まって「かんぱーい！」

線
か
ら
昇
っ
て
く
る
朝
日
（
感

動
！！
）
が
見
ら
れ
た
り
、
海
の

色
や
ま
わ
り
の
景
色
も
刻
々
と

変
わ
り
、
葉
を
枯
ら
し
て
い
た

木
々
が
い
つ
の
ま
に
か
小
さ
い

芽
や
実
や
蕾
を
つ
け
始
め
て
い

る
の
を
見
つ
け
、
自
然
の
姿
に

元
気
づ
け
ら
れ
た
り
、
こ
れ
は

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
楽
し
い

副
産
物
で
し
た
。

　

歩
い
た
あ
と
休
日
で
時
間
に

余
裕
が
あ
る
と
き
は
決
ま
っ
て

そ
の
ま
ま
ス
タ
バ
へ
直
行
。
テ

ニ
ス
も
ナ
イ
タ
ー
練
習
１
時
間

に
ア
フ
タ
ー
飲
み
会
２
時
間
が

お
決
ま
り
コ
ー
ス
。
果
た
し
て

そ
れ
で
効
果
は
ど
う
な
の
？
と

言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
こ
れ
は

こ
れ
で
心
の
健
康
法
な
の
よ
ー
。

　

私
は
旅
行
す
る
の
が
大
好
き

で
、
で
き
る
だ
け
長
く
、
で
き

れ
ば
○
潤
だ
の
グ
ル
○
サ
ミ
ン

の
お
世
話
に
な
ら
ず
「
屋
久
島

の
山
道
」
も
、「
ド
ウ
ー
モ
の
階

段
」
も
、「
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
の
遺

跡
」
も
ス
タ
コ
ラ
サ
ッ
サ
と
昇

っ
て
行
き
た
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
続
け
ま
す
、
ち
ょ
っ
と
グ

ダ
グ
ダ
な
私
の
健
康
法
！


